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シビックプライド研究会は、伊藤香織准教授と日本デザインセンターの紫牟田伸子氏
を中心に、2006年から活動している研究会です．コミュニケーション、建築、都市再生、
アート、ランドスケープなど産学の多彩な分野のメンバーが集まり、「シビックプライド
（＝都市に対する自負や愛着）」とコミュニケーション・デザインについて、調査・議論・
文献講読等の研究活動を活発に行ってきました．ヨーロッパの事例調査を中心とした
研究会の成果は、2008年11月に書籍『シビックプライド：都市のコミュニケーションを
デザインする』（宣伝会議刊）として出版されました．現在は、引き続き国内外の事例研
究を行うとともに、日本の自治体等への提案と調査も手がけています．
伊藤研究室からは、伊藤桃子、井上美奈（2006年3月～2008年3月）、仲村明代（2007年
2月～）、佐野由有、城間さわ（2008年3月～）、鈴木志帆、谷知子、船瀬瞳（2009年4月～）
等が研究会に参加し、調査等の活動を担っています．

2009年には、北千住をフィールドに、足立区のコミュニケーションポイント調査を行いました．都市づくりの意志やま
ちで起こっている魅力的な出来事を、住民や来街者に伝え、共有するために、まちなかに点在するコミュニケーション
ポイントはどの程度活用されているのか、また無意識に発せられているメッセージもあるのではないか、という疑問
から始まった調査です．看板、ポスター、マップなどを中心にプレ調査を行い、引き続き調査分析を進めています．
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